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国立民族学博物館の展示 と保存環境に関する検討

異常環境の発見を主 として

森 田 恒 之*

Microclimatic Conditions within the National Museum of Ethnology

Tsuneyuki MORITA

   Microclimatic conditions within the National Museum of Ethno-
logy were analyzed statistically for the whole of 1979. A total of 46 
locations were inspected, including 24 in deposit areas and 16 in 

galleries. The principal objective of this study was to reveal those 
locations most susceptible to a wide amplitude of temperature and 
relative humidity, which would affect or possibly destroy artifacts, 

particularly hygroscopic objects. 
   Data were analyzed with the aid of a computer. The data 

population should be distributed in a particular region on a plane, 
with temperature shown on the x co-ordinate and relative humidity on 
they axis. Critical limits emerge as an ellipse. Frequency of occu-
rence of data beyond the standard range and confidence interval for 
the percentage of their occurrence were calculated. The greater the 
value of the minimum interval, the higher the degree of microcli-
matic irregulairty, which signifies an undesirable location for the display 
or the deposit of artifacts in the Museum. 

   Factor analysis was used to investigate the cases of microclimatic 

irregularity, allowing for such elements as room location, aspect, seaso-
nality, time of day, presence of air-conditioning, among others. The 

principal results of this investigation were  that:
1)

2)

In the absence of air-conditioning, interior microclimates are 

affected by climatic factors external to the building, particularly 

in seasons with a large diurnal range of temperature;

Sunlight on exterior walls is an important cause of microclimatic 

fluctuation inside the Museum, in particular during the seasons 

when the building is not air-conditioned. This effect depends
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   on wall materials, the effects of glass walls requiring careful con-
   sideration in the display design of  exhibitions; 

3) The full-automatic starting or stopping of air-conditioning equip-
   ments can produce undesirable effects within micro-environments.

1.は じめに

1.調 査の方法

皿.1元 変化量と しての把握

1･分 布域の棄却限界

2･異 常の判定

 3.｢異 常｣の 出現率 について

皿.異 常環境が生 じ易い場所 と時期の関係

N.経 時変化 に伴 う｢異 常｣出 現率 の変 化

V.結 び

1.は じ め に

 文化遺物の保存研究において｢環 境｣と は｢も のの保存･変 質等にかかわる温度,

湿度,光,大 気汚染その他の物理･化 学的要素｣を 指す[SToRow l979:122]｡と

りわけ温湿度の変化が遺物に及ぼす影響は,割 裂･塗 装のはげのように回復不可能な

劣化を伴うことがあるので,従 来か ら遺物にとって好ましい環境の維持に?い ては様

々な実験や多 くの実践的試行が行われて来た｡

 1978年 に｢文 化財の保存と修復に関する国際研究 センター(ICROM)｣が｢博 物

館気候と保存｣の テーマで行った国際シンポジウムは温湿度調整の基準試案を次のよ

うにまとめている[三 浦 1980]｡

一般的事項

1.年 代,材 質などにかかわ らず,あ らゆる文化財は周囲の環境,特 に湿度と光に反

 応 し,そ れは回復不可能な劣化を文化財にひきおこす｡

2.保 存のために,そ れぞれの文化財に適 した相対湿度の値を示すことができる｡

3. たとえ適当でない相対湿度であっても,も し文化財がその相対湿度で安定である

 のなら,そ の環境を変えることは大変危険である｡そ のままにしておいた方がよい｡

4. しかしながら,き わめてゆっくり変化させるなら移行することも可能である(2

 カ月で相対湿度5%程 度)｡

5･ 相対湿度の上下は危険である｡上 下の頻度と幅が大きければ大きい程危険は増大

 する｡

  (以下 応用の基準 略)

 この基準案はこれまで,保 存環境の指針が理想値として公式のように掲げて来た温
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図 1-a

図 1-b

表1 セ ンサー設置位 置一覧

    (図la, bに 対応)

 1

 2

 ら

 5

 6

 7

 a

 9

ユ

11

12

13

1ら

15

16

17

ユ8

19

20

21

22

23

24

25

26'

27

28

29

30

3泌

32

33

3ら

35

36

37

38

34

ら0

ら1

ら2

ら3

4ら

45

ら6

タ鴨イ3 シユウリ塾ウ コ  {Sε}

タ帆{3 シユウソ亀ウ=】  鑑CTl

タ鴨イ3 シユウワ鴨ウ コ  {NW}

タ輪イ3 シユうソ葛ウ コ  {SN●

タ亀イ2 シユウソ噴ウ コ  {NEl

9"t2 シユウソ鴨ウ コ  `N6d)

タDイ2 シ1ウ ソ喚ウコ  {SW)

9篭 イ2 シユウり"ウ]  藍SE}

9° イ1 シユ｢)り艦ウコ  {N ⊃

タ魑イ1 シ1ウ リ魑ウ コ  IS 1

タ喚イ1 シユウリ輪ウ ⊃  1【SW}

タ鵬イ1 シユウソ噛ウ コ  {sE⊃

テンシ魑 シ鴨ユンヒ鴨シツ

しヨウホン セイリシツ

ニトやコン南DウJツ

ヒヨウホン nリ オキ八･

ブイ岱ム シ1ウ ソ吐ウ]  cNEI

ブイ地ム シユウソ●ウ]  {NWJ

フイルム シユウソ鵬ウコ  `SW】

フイルム シユウソ犠ウコ  {S∈1

ウルシや シユウリ鴨ウコ  {NE3

ウルシ事 シユウリ･ウ コ  `N縛3

ウ勧rシ争 シユウソ蚤ウ〕  菰S掃 】

ウ鍾シ書･ シユウリ喚ウコ  {SE3

イシヨウ シユウソ喚ウ]  `NE1

イシヨウ シユウソ蟻ウコ  `N"】

イシヨウ シユウリ魑ウコ  `S同 コ

イシヨウ シ1ウ ソ･ウ コ  `SE】

1ン トランス ホール

『5イノ】=ノシ書つ 三ノヨク トnウ

タ購イ1 テンシ葛J‾ ヨウ {F 1

5P覧イ1 テンシ魑シ鴨ヨウ `W 】

タPイ1 テンシ馳シ魑ヨウ {S 】

タ葛イ1 テンシ魑シ噛ヨウ `N 】

タ亀イ2 テンシ覧シ鴨ヨウ `ε 】

タ0イ2 テンシuン 喚ヨウ `W ｣

9`イ2 テ:｣:｣`シ 巴ヨウ `S 】

タ●イ2 テンシ･J*ヨ ウ {N 】

9`イ3 テンシ亀シ･ヨ ウ `E 】

タoイ3 テンシ覧ン輪ヨウ `W l

タaで3テ ンJ*J'ヨ ウ `S 】

タ邑イ3 テンシ魅ン●ヨウ {N 】

タ1Lイ5 テンシ鵬シ矯ヨウ `ε 】

x`15 テンシ購シ･ヨ ウ `W 】

タ｣イ5 テンシ噛シ"ヨ ウ {S 】

タ葛イ5 テンJ‾ ン● ヨウ `N 】

161



                        国立民族学博物館研究報告  6巻1号

度20｡C,相 対湿度50-6000と いう数値を全 く示さない点が特色である｡非 西欧諸国

の実際が理解されてきたとともに,省 エネルギーを考慮して自然の環境変化をなるべ

く利用 しようとする考え方が反映 したといわれている｡

 こうした最近の事情を念頭においたうえで,国 立民族学博物館における民族文化遺

物の保存環境について,1979年1月1日 より同年12月31日 までのデータをもとに若干

の解析を試みたので,そ の概略を報告する｡

1.調 査 の 方 法

 対象データは同館の空調設備に付置された温湿度自動記録装置によって得た｡測 定

地点は別図la, Ibお よび表1に 示す46か所の床上1.5mの 位置である｡な おこの記

録装置は計測専用機でないのでデータにはいくつかの難点がある｡

① 温湿度計測装置(以 下センサーという)の 精度･校 正ともに粗であるために,誤

 差が相当量見込まれる｡特 に湿度測定値の誤差が大であると思われる｡

② 測定位置の設定根拠が不明確である｡

③ 自動記録装置およびリレー装置の機械的事故のため,時 々記録欠損や明らかな誤

 報が出る｡

 これ らの点について二,三 補足すれば,① の測定誤差は,現 在までに開発された温

度センサーはかなり優れているが,湿 度センサーはまだ不充分な点があるためである｡

標準測定に用いられる乾湿球方式は水を使用するために,自 記装置に使用することは

困難を伴う｡塩 化 リチウム,白 金等のセンサーは埃塵の付着や滞湿があると実際値よ

り高い値を出す｡常 に正常値を得るには校正頻度を増す以外にない｡② 測定点の設定

は,こ の装置が建築設備の一部であることを併せみると,建 築構造上の理由および美

観に原因するものであろう｡③ の機械事故は開館以来,日 が浅 くまだ機械自体が十分

に慣れていないこともあると考えられる｡

 こうした欠陥にもかかわらず,あ えてこのデータを使用 したのは次の理由による｡

1)通 年記録として最 も完備 しており,測 定個所が多い｡

2) この測定値が機械制御基準になっているか ら,制 御特性を知るのに利がある｡

3) 測定値に機械誤差があったとしても,各 値を相対的な変化量に換算すれば,誤 差

 はほとんど無視できる｡規 格外の物指でも長さの比は測定できるのと同じ論理であ

 る｡

 今回の試みの主眼はとりわけ第3の 点にある｡筆 者は文化遺物の中でも民族学関連

資料の保存環境は,温 湿度の数値そのものより変動量により大きい意味を持つと考え

162



森田 国立民族学博物館の展示と保存環境に関する検討

る｡民 族文化遺物の多くは,絶 対に不変なある特定環境下におかねばならないほど,

物質的に劣化したものは少なく,む しろまだ十分に使用に供し得る柔軟さを残 してい

るものが大方である｡従 って過激な変化をさけることがまず第一に必要と考えるため

である｡

皿.1元 変化量 としての把握

 1. 分 布 域 の 棄 却 限 界

 変 動 量 の換 算 は,2変 量(温 度･湿 度)の 変 数 の分布 を2次 元 で 捉 え,測 定 値 が属

す る母 集 団 の一 定 範 囲内 に 当 該 点 が存 在 す るか 否 か で行 った｡こ れ は2変 量 の 測 定 値

群x={(xl,yl),(x2,y2),_(xk, yk)}か ら異 常 値(xz,ク の を 検 出 す る の に 用 い る 棄

却 検 定 法 を 応 用 した もの で あ る｡

 得 られ た 温度 のデ ー タをt,湿 度 デ ー タ を ゐ とす る｡

 温 度 平 均t=Σ!/N

 湿 度 平 均h=Σ 乃/2v(但 し, N=測 定 回数)

 ま た φ･･=Σ ∫2-N･t2

     ×12=Et･h-N･t･h

     φ22=Σ 乃2-1V･h2

     ∠一 φ11φ22一φ122

とす る と

牙 謂 識 頭 φ22('･一あ･-2φ･2(t･-t)(h 石)+φ･･伽 一 石)･}-1

                                  (1.1)

     (但し,Foは 自由度fi=2,f2=N-2,危 険='pに 従うF一分布の値)

を満足するto, hoが 描 く長円を境界 として,長 円の外側に分布する点(to, ha)を,信

頼率(1-p)で 異常値と判定することができる｡

与 式(…)騨 を座 標 軸 と し,点(t,h)を 中心 に,2θ 一･an-･(2ai2ali‐a,2)

但 し, N(N-2}

2(N-}-1)Fo∠ 一 ん;

all=ん φ22, a12=一 ゐφ12,σ22=ん φ11;

90°zBzO°

だけ回転すれば,
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表2異 常 判 別 の 基 礎 デ ー タ 表
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179-L1 ii i LOJ 2z.a 56.61 o.so z.iz  り ら｡9 iz 8.0 2.91

1 `2μ 逸Ol 21.1 55.91 1.89 5.54 0.6 io b.0 z.2i

a i3}t 81 zo.3 56.41 5.88 1.42 85.6 tz io.o 3.61

179-12 liｺ1 91 ai.o 54.01 2.93 11.19 5.0 15 io.o 4.31

畠 (211 toi Zz.t 55.01 2.04 4.51 23.2 ii 7.0 2.51

1______L311___111 tz.s Σ筆△血｣L Ω4至Ω _至｣.血1__ Ω`血 12 ヱLQ z亀血｣一
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P-一 一〇 の 一 一 〇〇 一 一一 〇 一 一 一 層9-一 一一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 〇 一 一幽 o-一 一 〇 〇一 一 〇 〇 一 一一 一 一一 一 一 一 〇 一一 曹一 〇- o- 一 一 〇 一 一一 一

311 貞 ※11 日 数1 中 央 点 _⊥_____棄 却 墜 易 域 長.円 限界 外数の 出現猛
一墨a｣昌-,一{晶 一 臨

1 1 ____⊥_    ･r  -_一_｣一 ⊥__H T一 虹 H  dah 傾aF角 出現 数 上隈秘! _FNh ldij鱒

179-01 (111 ioi 16.3 53.61 1U.38 b.31 61.3 15 9.Q 3.81

1 12)1 101 1R.0 49.51 硲.53 7.43 1L.3 17 10.0 4.51
｣ B月 111 匡7.6 S3.且1 1L.59 3.42 X1.8 9 5.0 L71
179-02 u,1 61 t7.4 51.21 8.61 3.72 38.2 8 9.0 2.71
聖 `2,且 91 19.1 SL.31 4.29 9.44 5.1 15 io.o 4.31
i (311 し1 20.4 56.91 16.28 3.56 87.1 7 8.0 z.zi

179-03 lUf 41 18.8 54.31 12｡i了 2.57 82.3 6 ti.a 2.71

1 `2,1 101 zo.o 49.91 3.80 b.ea 25.1 13 8.0 3.21
轟 t3)1 iii ZL.7 49.21 3.58 14●0ら 0.6 14 $.0 3.21

179-oら {ul 101 21.s 48.41 3.51 12.8y
'L

.G 19 ii.o 5.21
1 〔zｺi LO1 23.0 45.31 9.40 3.37 89.3 13 a.a 3.21
i (311 81 ZZ.o 51.41 10.6匙 2.az Blも4 a 7.0 z.oi

〉≫-as (111 ioi 23.5 51.71 2.25 b.42 7.3 v 6.Q 1.91
1 12口 91 23.4 50.21 1.62 b.A7 6.5 6 5.0 1.21
i t311 ttl 25.6 47.21 L6ら 4.13 15.G -- G.0 2.31

179-06 `111 toi 26.4 ら8.51 3.39 i.or d8.7 io 6.0 z.zi
量 1211 la! 26.G 50'.5量 ら･74. 1.60し 83.8 5 a.o 0.81

巳 1311 LO1 77.5 51.11 2.83 8.21 5.9 8 5.a t.bl

!T9-07 Illl 101 26.9 51.21 2.4ら ii.se 2.9 B 5.a 1.61
｣ {2,1 GI za.v 52.61 14.53 i.45 ea.e 5 7.0 1.31

i 1311 toi 30.o 40.51 5.39 2.54 77.7 zo tt.a 5.51
｣79-as itti 91 31.2 50.51 2.65 7.12 7● 且 i 6.Q 1.51

書 `zil 81 31.L 50.51 ら.り0 2.22 85.3 7 6●0 L.Tt

1 (311 tii 2り●9 53.01 2.04 7.64 9.8 18 10.0 ら･ら1

｣79-09 `口1 ai 78.4 53.21 1.65 9.07 ら●2 8 v.a 邑.81
謹 (211 乙Oi 28.1 50●81 i.iz 10.93 6.9 Ll 7.0 2●5量

i 1311 lUl 27･2 57.91 2.4b 11.76 a.i 3 3.0 ･0 .31

邑T9-10 ll)1 LOI 25.9 52. 1 16.72 2.05 86.6 ii 7り0 2.51

1 `2,1 101 25.9 47.81 1.51 7.50 7.7 16 9.a 4.21

1 1311 五〇1 23.了 48.5壁 1.56 7.77 z.e LO a.a 2.21
179-IL

 ､

IL11 LOI 2i.G 51.71 12.60 1:64 d8.9 7 5.0 1.31

i 1211 ioi 20.6 50.61 17.40 3.93 88.1 T 5.0 1.31

f (311 81 20.6 ya.3i ユ6.72 3.63 87.9 1G i2.a 5.21
179-12 `111 91 LO.0 48.&1 2.57 13.25 o.a 17 ii.0 5.01
i 1211 10置 18.3 46.51 3.15 4.42 23.9 15 9.a 3.81

し______tll⊥___よ11___1､直 ▲ヱ_一_44-4⊥____ヱ 亀血ヱ____血 ▲丘呈__ ヱ旦島血 1? ヱ匹Ω z△ 血｣

一  卿 噌 一 曜 一 一 一 一 一  一 需 一  一 一 一 一 一 一  一 一 _ 一 一 一 _ _  零 一 囎 一 嚇_ 一 一 -  一 一 尊

421年 月 ×1i 日数 1 中   央一一 点 ⊥ 棄 却限界 域長円 限界 外数の 出現率 X21o一 脚 一 一 一.. 一 _    鞠 一

i-一 一一 一 一 一 一一1-一 1 工 II⊥ T  軸 Il 軸 傾 斜角 出現 数 上限敏 L限.堕 皇一 一 .一.一 一

iw-a1 (lll 101 15.8 53.8! 11.62 5.62 63.3 13 $.0 3.21
1 `2,1 .91 L6.9 49.91 LO.41 3.79 76.7 8 b.a i.si
i 1311 iii lb.o 53.61 13.38 2.91 83.L is s.a 3.St

書7y-02 Dui 61 16.2 52.L1 11.29 3.12 84.7 9 io.a 3.21
1 {2,1 91 18.3 50.61 LO.U7 4.t9 87.2 26 16.a 8.51
邑 13)1 81 19.6 54.31 zi.av 3.25 85.1 4 4.0 0.71
779-U3 (-1)1 91 LT.8 50.91 8.52 4.05 67.2 15 to.a 4r3f
a {2}1 toi t9.7 49.51

｢ら

.ll 4.8G 15.7 13 8.0 3.21
8 1311 vi 20.9 ら8･51 to.oz 3.80 89.6 13 9.0 3.51
lT9-0今 !1)1 ioi zt.7 ら8●9魯 13.16 3り55 89.6 17 10.0 4.51

墨 12)1 poi 22.9 45.21 12.80 3.63 88.4 ii 7.0 z.si
量 `3洞 91 22.1 52∂1量 tz.oz 2.37 82.4 5 4.a o.vi
iw‐as llll ioi 23.7 ti 1.31 2.45 6.42 2.5 15 9.a 3.81
3 1211 9f 23.ti 49.91 1.79 b.81 6.7 15 to.a 4.31
1 (3)t iti 25.9 48.01 1.63 5.85 7.4 ユ2 7.0 2.61
179-06 Ill? LO1 26.7 50.91 5.65 i.zz 87.0 18 to.a 4.81

i 42.1 ioi 27● 皇 53.61 7.33 i.s2 B1.0 7 5.0 1.31
i (311 10i 27.9 57.31 12.44 3.26 87.1 8 5.0 1.61
17v-07 `1)量 101 27.2 54.01 2.63 17.94 z.o 9 6.0 L.91
i `2●1 81 29.2

L

55.41 1.82一 16.90 0●7 7 6.0 互.71
i 13)1 toi 3L.1･ 50.51 8.61 2.19･ 79.3 8 5.0 1.61
179-OB llll 正Ol 32.0 49.91 11.40 2.59 83.8 6 4.0 1.01
i `2コ1 91 32.1 48.41 9.96 夏･67 ･ 80.5 1ら v.a 3.91_
i {311 iii

 7

30.8 50.41 LO.65 3.at ez.o 19 io.a 4.71
icy‐ae {tｺ1 poi 28.9 50.11 ' 9.86 2.39 86.6 19 ii.o 5.2.1
i f211 lUl' 28●7 49.0.1 2.21 8.99

     L
0.8 14 8.0 3.51

1 13)1 1り1 28.i 51.91 ユL置2 2.42 86.2 9 6.0 1.91
179-10 (L)1 101 26.0 50.51 L3.78 3.33 87.5 13 8.Q 3.21
i `2,1 toi 26.5 48.01 1.59 5.73 zz.o L4 8.0 3.51
i 1'1!1 101 24.L 48.51 1.97 7.70 8.4 10 v.a z.zi
179-ii (ill 101 23.7 .50.41 1.89 9.78 o.z 16 9.0 4:21

i 1211 LUI 20.3 48.31 16.37 4.26 88.9 6 4.0 t.0毒
8 1311 vi zo.z 51.41 3.17 17｡of 0.8 zo 13.Q 6.11
779-12 !1)1 91 19.0 48.71 2.84 15.47 2.3 け ii.o 5.01

i itii 101 17.9 46.51 3.29 9.24 8.9 15 e.a 3.81

1-_一_一 一⊥ユ1⊥___⊥ よ上___よ 血&ユ___全 ヱー:1⊥ 皇乳ユヱ 1ユLlz_一,一_4.1 尊ボ Z __血`2_ 1219

※1 fl月 欄 か っ こ 内 の 数 字 は, 1,2,3 の 順 に,｣ .,中,一 卜句 を 示 す
※2 出 現 搾 は 信 頼 限 界 の .1'akと 下 限 を 示 し た.信 頼 率 は･s〔}%で あ る
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         1    エ
a12>0な ら ば λf万, 2-2

                i
a12<0な ら ば λ2-2fλf7

     (但 し,λ1,λ2はλ2-(all十a22)λ十(alla22‐a12)2=0を満足する2根で,λ1>λ2とする)

を そ れ ぞ れ長 径 お よび 短径 とす る長 円 を 表 す｡信 頼 率 は90%に 設定 した(表2参 照)｡

 46カ 所 の そ れ ぞ れ の点 に つ い て1月 よ り12月 ま で を1日 ～10日,11日 ～20日,21日

以 後 に3分 割 し合 計36旬 日の温 度･湿 度 デ ー タに対 し,前 記 計 算 式 に基 いて,各 平 均

値(t,h}(一 長 円 の 中心 点),変 動(tVAR, hVAR),長 円 の 回転 角,長 径 お よび短 径 を 算

出 した｡

2.異 常 の 判 定

 さらに区分 した各旬日ごとに,各 測定値を与式にあてはめ,左 辺の値が1よ り大と

なる,即 ち長円の外側に出る｢異 常値｣の 出現回数を数えた｡

 次に各旬日ごとの総測定回数(24× 日数)に 対する｢異 常値の出現回数｣の 割合を

求め,こ の出現率の信頼限界を信頼率90°0で算出した｡出 現率については1°o未 満を

四捨五入 してある｡(以 下｢異 常値の出現｣は 単に｢異 常｣と 記す｡)

 こうして得た結果の一部を表2.1-2.4に 示 しておく｡表 では 彦はX,hはYに な

っている｡

 なお表2の 各表はあ くまで参考値にすぎない｡と りわけ,長 円の位置を示す(t,h)

の値は目安以上の意味を持たない｡既 に記 したように,測 定値自体が信頼を欠 くもの

であるからこれはやむを得ないが,相 対的な変動量としては大きな誤差は少ないもの

と見 られるので,実 際の長円はこの長円をいずれかの方向に平行移動した位置にある

と考えられる｡

 表の値のうち有意なのは長円の大きさおよび形状を示す長･短 径ならびに長短径比

であろう｡す なわち長円の面積が小さいものはそれだけ変化が少なく安定 している｡

また長短径比が大なるものは温度･湿 度いずれかの変化量が他方に比 してかなり大き

いことを示す｡

 傾斜角は長円が右上りか右下 りかを見るためである｡

3. ｢異 常｣の 出現 率 につ い て

意味を持つのは｢異 常｣の 出現率であろう｡一 つの目安として,出 現率信頼限界の
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表 4

SPOT 長 径 短 径 長 円
面積比

異 常
出現数

17

34

1.76

.':

0.19

2.60

1.0

54.3

51

13

例.8月 下旬

下限値を5つ の段階に分けて見た

結果を一覧表にまとめて見たのが

表3で ある｡言 うまでもなく,下

限値が大であるほどバラッキ集合

が激しいといえる｡

 一見 してわかるようにスポット

番号17-28の 位置は異常が出易い｡こ の番号に相当

を保管する3つ の特別収蔵庫である｡こ の3室 は他の空間に比してより精度の高い温

湿度環境を維持できるように設計されていることになっている｡各 室は厚い隔壁で遮

断された小室であり,か つそれぞれの小空間に独立 した配管を施 したうえに,セ ンサ

ーは約0 .25m2に1個 所の割合で装備されている｡

 例えばスポット17(フ ィルム収蔵庫･1階)と 直上階のほぼ同位置にあるスポ ット

34(第1展 示場･2階)が それぞれ作る長円の大きさを表2で 比較 して見ると,面 積

比に格段の差があることが分る(表4)｡展 示場の方が大きいのである｡同 様のことは

スポット番号1か ら12までの一般収蔵庫 と比較 しても言える｡す なわち,特 別収蔵庫

は室内容積が小さく,か つ密閉してあるうえに制御装置台数が多い｡従 ってよく制御

が働 くために変動量の幅が他の区域よりずっと小さい｡そ のために,他 の地点では問

題を起さないようなわずかな変動でも,異 常値として反応を示す結果となる｡

 変動範囲が小さいからといって異常出現頻度の高いことを無視することは出来ない｡

なぜなら,特 別収蔵庫に収納されているものは主として有機物資料であり,』それ ら資

料の組織はまだ吸放湿に伴う伸縮を十分に起こす｢生｣の 状態にあるからである｡一

般に｢生｣の 状態にある有機物資料は,あ る環境に一定期間放置されると,も の自体

がその環境条件に順応し,そ の変動範囲内での伸縮運動をすることが知 られている1)｡

従って特別収蔵庫内のようなところで保存されている標本資料は通常は極めて良好な

状態の範囲内で安定しているか ら,や はり異常環境が生 じたときにはス トレスがかか

る｡劣 化の著 しいものは一応の注意が必要である｡書 画を入れる桐箱内部は箱自体が

温湿度の急変動を吸収する緩衡体になっていることが知られている[三 浦 i978｡

同 じ原理に従い衣類収蔵庫の笙笥内部もほとんど変化を伴っていないことが予想され

る｡ま た同収蔵庫内でスチールケースに格納 した裂,布 地等についても変化量が小さ

いか ら資料 ごとの梱包紙が十分に緩衝域を作 り得ると考えられる｡現 有の織染品は弾

1)巡 回展 などで文化遺物の保存環境を著 しく変更す る必要があるときは,輸 送時の梱包を解 く

前 に数 日間 の｢慣 らし(Seasoning)｣期 間を設 けねばな らないのはこのた めであ る｡
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力性を失 った物件がないので,温 湿度の変化量の大小に伴 う劣化は,こ の環境下では

大きな問題を生じないだろう｡

 漆器類収蔵庫は若干問題を抱えている｡漆 器は木地 と漆塗膜か らなるが,硬 化の完

了 した漆塗膜は弾性に乏しい｡塗 膜にひびわれその他の欠損があり木部が少 しで も露

出していると,｢異 常｣環 境は塗膜剥離を促進する恐れがある｡こ のような｢異 常｣

環境が生じ易い場所は,保 存に当って緩衝域を設ける必要がある｡現 在,一 部にスチ

ール製ガラス戸棚を使用しているが,.この部屋 も変化量自体はそれほど大きくないこ

とを考えれば,こ の扉を閉じた戸棚は一応緩衝域の役に立っていると思われる｡古 漆

器を庫内に露出で長期間収納することは避けることが好ましい｡

皿.異 常環境が生 じ易い場所 と時期の関係

 異常環境出現率が高 くなる時期と場所の関係について検討してみた｡基 礎としたの

は表3で ある｡表2の 出現数そのものでな く出現率か ら検討を試みたのは,資 料の保

存対策の立案は今後に起り得る危険な｢可 能性｣に 対応することだからに他な らない｡

 資料が置かれている個所を収蔵庫,特 別収蔵庫,展 示場の三地区に大別 し,そ れぞ

れについて異常環境を作る原因の有無を3元 配置による要因分析の手法で検討 してみ

た｡検 討基準として,出 現率信頼域下限値を採用した｡基 準値は特別収蔵庫(3室)

については6°o以 上,そ の他については4°o以 上とした｡1°o未 満の端数は四捨五入

した｡特 別収蔵庫のみ基準を高 くしたのは,前 述の如 くこの部分は異常有無の判定に

用いた変動領域が小 さく,小 さな異常は看過 しても重大な結果には連ならないだろう

と判断した結果である｡

 以下に要因分析表とこれに基 く判断を示す｡

 なお分析対象とした因子はA(資 料収蔵･展 示室),B(方 角), C(時 間系)で あ

る｡表 に使用 した符号は次の通 りとする｡XZ:因 子変動, u:因 子の自由度, V:各 因

子の不偏分散,F:各 因子のF一分布値;ま たeは 誤差とする｡各 因子または交互因子

について求めたF値 が1よ り小 となるとき,こ の因子は単なる誤差と見なし,誤 差e

に投入したものをe'と する｡Ve'を もとに求めたF値 をF'と した｡*印1つ は危険

率5%以 下で有意,2つ は1%以 下で有意を示している｡分 散表は必要に応 じ補助表

のみを表示した｡

〔特別収蔵庫〕

因子A:A1,フ イルム収蔵庫, A2漆 器収蔵庫, A3衣 類収蔵庫
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表5-1

x= レ F F'

A

B

C

AB

AC

BC

e

e'

0.1359

1.1165

30.6311

4.2136

39.2427

15.7767

39.3592

55.1359

 2

 3

11

 6

22

33

66

99

1i.:1

0.3722

2.7864

0.7023

1.7838

0.4781

0.5964

0.5569

0.11

0.62

4.67**

1.18

2.99**

(0.80)

0.12

0.67

5.00**

1.26

3.20**

130.4757 143

B:B1北 東 端, B2北 西 端, B3南 西端, B4南 東 端

 (B1, B3が 入 口脇, B2, B4が 奥 に 当 る)

C:C1～C12順 次1月 よ り12月 まで

 因 子Cに つ いてFa=4.67>2.54=F1165(0.01)>F晶(0.01)で あ り,時 間 系 が 危 険

率1%以 下 で 主 要 因 で あ る と分 る｡ま た 因 子A×Cに つ いて,Fo=2.99>2.18･=

1,･2065(0.01)>F蓉 き(0.Ol)で あ り,同 様 に危 険 率1°oL｣1下 で有 意 で あ る｡時 間 系 と各室

の 間 に有 意 の交 互 作 用 が 認 め られ る｡因 子AとCの 関係 の み を表 示 す る と次 の よ う

に な る｡各 室 は方 位 に関 係 な く,季 節 に よ って 変 化 が 生 じて い る とい え る｡

表5-2

Ci CZ C3 C4 C5 Cs C7 Cs Cs CioCiiClz

Al

A2

A3

661510022733

422323123506

2351111512300

計1･2･･8･944657･539

 A3の4月 は 値 が非 常 に多 い よ うに 見 え る｡そ こで ス ミル ノ ブの棄 却 検 定 を 試 み る と,

   TN={(xN-x)22V/Σ(x=-x)2}112=2.78>2.66 (p=0.Ol)

とな る｡や は り異 常 で あ る｡事 故 の併 発 と思 わ れ る｡こ の値 を1～10月 の 平 均 値 で補

正 し,改 めて表 を見 る とA3は3,7月 に異 常 が多 い｡こ れ は共 同研 究 等 に よ る利 用

の多 さ に起 因す る｡他 の2室 は10月 に 異 常 が 出易 い｡同 月 は 冷 暖房 を停 止 し,換 気 の

み を行 って い るた め外 気 の変 動 が持 ち こま れ て い る らしい｡各 室 とも冷 房 期 に 安 定,
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表5-3

X2 レ F F'

A

B

C

AB

AC

BC

e

e'

3.6471

2.7059

29.0588

1.5294

...

is.0000

,. ...!..

74.4706

 2

 3

11

 6

22

33

66

12?

1.8235

0.9020

2.6417

0.2549

0.4037

0.4848

0.7282

0.5864

2.50

1.24

3.63

(0.35)

(0.55)

(0.67)

3.11

1.54

4.51*

109.882 143

暖 房 期 に不 安 定 に な る傾 向が あ る｡

(一 般 収蔵 庫 〕

因 子A:A1第3収 蔵 庫, A2第2収 蔵 庫, A3第1収 蔵 庫

   B:B1北 東 角, B2北 西 角, B3 南 西角, B4南 東 角

    (ただ しAIB1は 南東 角, AIB2は 中央, AIB3は 北 西角, AIB4は 南 西 角 と

     若 干 位 置関 係 が異 な る ので,B因 子 は あ ま り意 味が ない)

   C:C1～C12順 次1月 よ り12月 ま で

 時間系因子のみ危険率1%以 下で有意である｡交 互作用を持つ因子の有意性は認あ

られない｡2月 初旬の異常多発が大きく作用していると思われる｡12月 中旬並びにつ

月中旬は人の出入 りが減少するため温湿度環境が比較的安定 し変動域が小さくなる｡

その結果わずかな変化でも｢異 常｣と 判断される現象を示す｡こ れは特別収蔵庫内と

同様である｡短 時日のことでもあり,こ の｢異 常｣は 無視 してよさそうである｡

表5-4

x2 V F F'

A

B

c

AB

AC

BC

e

e'

4.1008

4.5294

25.7059

4.9748

11.8320

8.4790

18.6218

27.1008

2

3

11

6

22

33

66

99

2.0504

1.5098

2.3369

0.8291

0.5378

0.2569

0.asza

O.2738

7.27

5.35

..

2.94

1.91

(0.91}

9.15

5.52

. ,

3.03**

1.97*

78.1537 143
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〔展 示 場〕

因子.A:A1第1展 示 場, A2第2展 示 場, A3第3展 示 場,

    A4第5展 示 場

   B:B1東 回廊 内側(31,35,39,43)

    B2 西 回廊 内側(32,36,40,44)

    B3 南 回廊 内側(33,37,41,45)

    B4 北 回廊 内側(34,38,42,46)

    (内庭 に面 した壁 面 の た め,北 回廊 が 南 向 き,東 回廊 が 西 向 き とそ れ ぞれ方

     角 が 逆 の 関係 に な る)

   C:C1～C12順 次1月 か ら12月 ま で

 測定データのうち,A4に 当る第5展 示場の2.月,11月 の分に大きい欠損が あるた

め,ま ずA1～A3に ついて検討を行 った｡

 単一因子としてはA(展 示場),B(方 角), C(時 間系)の いずれもが有意である｡

また交互作用を持つ因子としてA×Bが,危 険率1%以 下で有意である｡ま たA×C,

即ち各展示場と時間系の関係は,Foが1に 満たないB×Cの 交互作用を単純な誤差

と見なして再検定すると,危 険率5%以 下で有意となる｡

 またA4に 当る第5展 示場を含め,他 のデータから2月,11月 のものを除いた10か

月の分について検定を試みた結果は次の通りである｡A, B, Cの 各独立因子,な らび

にA×B,A×Cの 交互作用のいずれにろいても危険率1%以 下で有意となる｡

 従 って次のように推論することができる｡

表5-5

B1 B2 B3 B4

AI

A2

A3

10

10

9

12

5

15

6

7

8

11

9

17

表5-6

lC･C･C･CqC･C･C･C･C･C･･C･･C･2
Al

A2

Ag

733400222556

641402030･443

445443153376

計1･7･･9･2453…5･2･6･5
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表5-7

X2 レ V F F'

A

B

C

AB

AC

BC

e

e'

4.6752

3.9231

35.3932

8.2821

23.7863

8.8120

29.2393

3$.X513

 3

 3

 9

 9

27

27

81

108

1.5584

1.3077

3.9326

0.9202

1::1

0.3264

0.3610

0.3523

4.32

3.62

10.94

2.55*

2.44**

(0.90)

4.42

3.71

11.16

2.61**

2.50**

114.1112 159

A1～A3,B1～B4因 子 は表5-4に 同 じ｡ A4:第5展 示 場, C】～Clo

は2月,11月 を除 き1月 よ り順 に 並 ぷ｡

表5-8

B1 Bz Bg BQ

Al

A2

A3

A4

8

8

6

6

10

3

12

9

5

5

6

5

8

7

14

5

表5-9

`CI C2 Cs C4 Cs Cs C7 Ca CsCio
Al

A2

A3

adl4

7

fi

4

7

3

1

5

4

4

4

4

7

0

0

4

3

0

2

3

1

2

0

1

0

2

3

5

0

2

0

3

0

5

4

3

1

5

3

6

2

2413197631051316

① 各展示場は季節に関係なく,方 位によって異常の出現率が異なる｡

② 一各展示場は季節によって,異 常の出現率が異なる｡

 第1項 についてABの 関係を示す補助分布表(表5-5)を 見ると,第1,第3展 示

場で北側に面 した点(33･41)の 異常出現率が高 く,第3展 示場で南に面した点(42)

が異常に高 く,次 いで同東方面(49)が 高 くなっている｡ま た4つ の展示場の10か月

分を比較した表5-8で も第3展 示場の南向き面と東向き面が著しく高 く,北 向き面は

どの展示場でも低い｡

 展示場の構造を見ると第}展 示場の東向面,第3展 示場南向面,第5展 示場北向面
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は大きいガラス面である｡第2展 示場は無窓である｡第3展 示場南向面(42)の 異常

多発はこの構造が原因となっているに相違ない｡直 射日光の差込みが異常を作 ってい

ると考えられる｡東 向面は気流の関係でこの異常が伝わっているようである｡無 窓の

第2展 示場,お よび日照の入らない第5展 示場2)で は方向差はほとんどないに近い｡

全展示場に共通する傾向として南,西 向の2面 に異常が出易いのは,こ の2面 に午後

の日照が集中するためであろう｡日 照面がガラス面であるか否かにかかわらず,日 照

による温度上昇とそれに伴 う湿度変化が起っていることが予想される｡

 日照による影響は,後 に1日 の経時変化に伴う問題の検討の項でも再び触れるが,

乾燥が完全でない木竹製品や劣化の進行 している染色品,そ の他張力の強 くかかって

いるような標本資料の展示をこの周囲にお くことは再考の余地がある｡ま た湿度変化

に反応し易いものは,た とえ丈夫に見えるものであっても,こ の位置に長期間置 くこ

とは劣化を促進することになる｡

 第2項 の季節の変化に伴う点については,表5-6,5-9か ら収蔵庫,特 別収蔵庫同

様,5.月 ～9月 の夏季(主 に冷房期)に よく,冬 の暖房時に悪い傾向が認め られる｡

また中間期(暖 冷房停止期)に 当る4月,11月 にも異常が多いのはこの時期が外気の

昼夜間変化が大きい時に一致することから,こ れは外気による影響と考えられる｡

 但 し,方 角と季節6関 係は全 くないことが表5-5,5-7の いずれからも認あられる｡

IV.経 時変 化に伴 う｢異 常｣出 現率の変化

 一 日のうちで異常はいつ頃起り易いかを知るために,46測 定点のそれぞれについて}

毎正時ごとの異常出現率を1か 月単位でまとめてみた(表6)｡表 は上段に信頼率90

%で の信頼限界上限値,下 段に同下限値を配した｡

 この表か ら,さ らに下限値6°o(端 数四捨五入)以 上のもののみを抽出し,各 月ご

とにまとめてみたものが表7で ある｡

 経時変化に伴う問題については,数 値的な解析と原因の考察がまだ完了していない

ので,こ の一覧表をもとに気づいたことの概略を記すに留める｡

 1. 出限率下限値が21°0を超える,即 ちほぼ6日 に1回 以上の割合でかなり多発す

る異常が,午 前9時,午 後5時 または6時 に集中している｡下 限値11%以 上で見れば

その数は更に増す｡空 調機の始動,停 止に伴う変化と推定される｡自 動操作を導入 し

た場合,必 ずといってよく現れる現象である｡冷 暖房時には温冷水の送水開始と停止

2)第5展 示場はガラス面が北向きなのに加え,日 照時間の大半が中央棟の日陰に入る｡
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表6-1 時間別に見た｢異 常｣の 出現率(信 頼率90%, 上段:上 限値, 下段:下 限値)
竺_2旦_!ユ

鱒 1     2     3     4     5     6     7     8     9    10    11    12    13    14    15    16    17    18    19    20    21    22    23    24
                                                          -F

1 11cO lloO 11●0 1ら ●0 1且｡0 11｡O l今｡0 且1｡O IらgO 18｡0 18｡0 1ら｡〇 五1｡0 11●0 14･O l8･0 1今･0 1ら ●0 正ら･O lら｡O ll･0 11･0 且4●O l墓 ●O
                     I

o.t  o.t  o. t  o.a  o. t  o.t  o.a  o. t  o. a  z.0  2.O  o.a  o.t  o.t  o.8  z.o  o.a  o.a  o. a  o.a  o.t  o.t  o.a  o.t
                                                       L

z 0.0   0.0  15.0   0.0  15.0   0.0   0.0   0.O L5.0   0.0   0.0 20.0   0.0  15.0 20.0  33.0 25.O  l5.0 33.0  25.O  L5.0  15.0  15.0   0.0
0.0  0.0  0.1  0.0   0.1  0.0   0.0  0.0  0.1  0.0  0.O   l.2  0.0  0.1  1.2   7.2  2.9  0.L  7.2  2.9  0.1  0.1  0.1  0.0

3  L1.0 19.0 15.0 11.0 11.0 15.0  11.O  LL.0 19.0 15.0  0.0  0.0  0.0  0.0 15.O  L5.0 19.0 15.0 19.O  L5.0 19.0 15.0 11.O L1.0
0･】L  2●1   009   9● 匹  0●1  0●9   0･正  0●1  2●1   0●9   0･0   0●O   OoO   O.0   0.9   0･9   Z● 夏  0●9   2● ユ  0●9   2･ユ   0･9   0● 匙  0●1

4 12.0   9.0  14.0  10.0  12.0  12.0   9.0  10.0 12.0  10.0  10.0   ?.O   T.O   T.0   7.0   5.0   7.0   9.0  10.0   9.0   7.0   9.0   9.0  10.0

2.{し  1●0  30Z  1の6  2● ら  2｡ら  ユ●0  1の6  2.ら  1の6  1｡6  0｡ら  0.4  0● ら  0● ら  0●0  0●4  】｣●0  1･6  墓●0  0● ら  1.0  乳｡O  l●6

5 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  9.0  9.0 12.0 2L.0 23.0 18.0 15.0 12.0 12.0 18.0 15.0 12.0 12.0 15.0 15.0 15.0  0.0  9.0  0.0
0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.1   0.1   0.T  4.2   5.6   2.9   1.T   O.7   0.7   2.9   1.7   0.7   0.7   1.7   1.7   1.7   0.0   0.1  0.0

6 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0 24.0 20.0  15.0  15.0 28.0 36.0 28.0 32.0 24.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0

0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0  0:0   2.8   1.2   0.L  O.1  4.8   9.3  4.8   T.0   2.8   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0 1

T 9.0  9.0   9.0  9.0  12.O L2.0  15.0 12.0 20.0 20.O L5.0  17.0  15.0  17.0 15.0  9.0  9.0  9.0   9.0  9.0  9.0  9.0  9.0  9.0
0,l  O.L  O.1  0,1  0,T  O.7   1.6  0. T  4.0  4.0   1.6  2.8   1.6   2.8   1.6  0.1  0.1  0.1  0.1  0.1  0.1  0.1  0.1  0.1

8  16.0 16.0 16.0 16.0 22.0 27.0 22.0 27.0 22.0 22.0 16.0 16.0 22.0 16.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0 16.0  16.0  0.0 16.0  0.0
0.1   0.1   0.L  O.1   1.3   3.2   1.3   3.2   1.3   1.3   0.1   0.1   1.3   0.L   O.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.1   0.1   0.0   0.1   0.0

9

     ,

                                 7

0.0   0.0   0.0  0.O  O.J  O.0 16.0  0.0 30.0 21.0 21.0 26.0 21.0 35.0 26.0 16.0 16.0 16.0  0.0  0.0 16.0 16.0  0.0  0.0

0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.1   0.0   5.2   1.3   1.3   3.1   1.3   7.5   3.1   0.1   0.1   0.1   0.0   0.0   0.1   0.1   0.0   0.0

LO 9.0   9.0  12.0  12.0  12.0   9.0  1L.0   9.0 12.0  15.0  12.0  15.0 23.0 25.0  12.0  15.0   9.0   9.0 12.0   9.0   9.0   0.0   9.0   9.0

0●L  O.亀  0●7  0●7  0.7  0.L  O●7  0｡ L  O｡7  1ゆ7  0●7  1●7  5｡5  7●0  0●7  1･7  0.ユ  0.正  0･7  0｡1  0●1  0.0  0● 瓦  Oo 1

ii 0.0   0.O  L3.O  L 3.0   0.0   0.0   0,0   0.0  13.0.28.0 28.0  32.0 28.0 21.0  17.0  13.0  13.0   0.0   0.0   0.0  13.0   0.0  13.0  13.0                     ｣

0.0  0.O  O.l  O.1  0.0  0.0  0.0  0.0  0.1  5.9  5.9  7.9  5.9  2.4  1.0  0.1  0.1  0.0  0.0  0.0  0.1  0.0  0.1  0.1 :

12 11.0 15.0 11.0 11.O LL.0 11.0 15.0 19.0 19.0 11.0 15.0 19.0  0.0 15.0 19.0 19.0 11.0  0.0 11.0 15.0  0.0  19.0  11.0 11.0

,__4a1__4`2-_Ω 皇1__Ω 島1.__Ω&1.__Ωg1. Ω&2  Z■｣. Z`1  α皇1. Ω乳51 Zユ ⊥  Ω二Ω  Ω菖4  Z皇1_ Z●1- 0･1--〇 二Ω  Ωユ1 』a4  Ω｣LΩ__2｣LL__0･1  0･1 ､1



表6-2

..｣一 生2 __ユ2

月薄 1     2     3     4     5     6     7     S     9    10    11    12    13    14    15    16    17    18    19    20    21    22    23    24
1 IZ.0 12.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0 12.0 12.0 16.0 1b.0 27.0 .23.0 23.0 23.0 20.0 20.0 16.0 12.0 12.0 12.0

0.1  0.1  0.0  0.0   0.0  0.0   0.0  0.0  0.0  0.0  0.1  0.1  0.9  0.9  5.b  3.8  3.8  3.8  2.3  2.3  0.9  0.1  0.1  0.1

z
          舳

18.0 18.0  18.0 15.0 15.0 15.0 15.0 11.0 15.0 11.0 11.0 1L.0  0.0 11.0 34.0 11.0 11.0 15.O L1.0 11.0  11.0  0.0  0.0  0.0

2.1  2.1  2.1  0.9  0.9  0.9  0.9  0.1  0.9  0.1  0.1  0.1  0.0  0.1 10.5  0.1  0.1  0.9  0.1  0.1  0.1  0.0   0.0  0.O
                      o

3 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0 11.O l7.0 35.0 17.0 23.0 26.0 17.0 21.0 21.0  17.0  0.0  0.0

0.0  0.0  0.0  0.0   0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.1  2.0  11.8  2.0  4.9  6.5  2.0  3.4  3.4   2.0  0.0  0.0

4 0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0  13.0  25.0   0.O  L 3.0  17.0  17.0  17.0  21.0  21.0  21.0  21.0  2L.0  21.0  21.0   0.0   0.0   0.0

0.0   0.0   0.0   0.0   0.0  0.0   0.0   0.1  4.2   0.O   p.1   1.0   1.0   1.0   2,5   2.5   2,5   2.5   2.5  2.5   2.5   0.0   0.O   q.0

5
                                                          脳

0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0 23.0  17.0  14.0  14.0  14.0  14.0  1U.0  10.0  14.0  17.0 20.0 26.0 23.0  17.0  10.0   0.0

0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  4.8  1.9  0.8  0.8 "0.8  0.8  0.1  0.1  0.8  1.9  3.3  6.3  4.8  1.9  0.1  0.0

6 0.0   0.0  13.0  17.0  17.0 21.0  17.0  17.0 25.0  13.0   0.0   0.0  13.0  13.0  13.0   0.0   0.0 29.0 25.0   0.0  13.0  13.0  13.0  13.0
1 0.0   0.0   0.1   1.0   1.0   2.5   1.0   1.0   4.2   0.1   0.0   0.0   0.1  0.1  0.1  0.0   0.0   6.1  4.2   0.0   0.1   0.1   0,1  0.1

7

                                                       ､

                                                      P

18.0 18.0 18.0 18.0  18.0  0.0   0.0  0.0 52.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0 18.0  18.0 18.0 29.0 18.0 18.0  0.0  18.0  18.0 18.0
1 O.Z  O.2  0.2  0.2  0.2  0.0  0.0  0.0 1T.T  O.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.2  0.2  0.2  3.4  0.2  0.2  0.O  O.2  0.2  0.2 .

8 1
                                                           F

11.O t1,0 iL.0 11.0 11.0 1L.O L1.0 15.0 34.0  0.0  0.O L1.0 18.0 18.0 21.0 18.0 15.0 18.0  0.0  0.0  0.0 11.0 11.0 1L.0 1
0.1   0.1   0.1  0.1   0.1  0.1   0.1   0.9 10.5   0.0   0.0   0.1   2.1  2.1  3.5   2.1  0.9   2.1   0.0   0.0   0.0   0.1  0.1  0.1 .1

9
                                                         イ

i4.O L7.0 17.0 17.0 17.0 17.0  17.0 14.0 26.0  0.0 10.0  0.0  0.0 10.0 10.0 10.0 1U.0 14.0 10.0  10.0  10.0 10.0 10.0 14.0 1
0.8  1.9  1.9  1.9  1.9  1.9  1.9  0.8  6.3  0.0  0.1  0.0  0.0  0.1  0.1  0.1  0.1  0.8  0.1  0.2  0.1  0.1  0.1  0.8 1

10 1200 L200 12.0 12｡0  ユ2.0 12.0  且2●0  12.0 1,9.0  0●0  000  0●O l2gO 亙6●0 58･0 19●0 19●0  1200  0のO  O.0  0●0  000  000  000  1
                                                   '              ,

0.1   0.i   O.1  0.1   0.1   0.1   0.1  0.1  2.2   0.0   0.0   0.0   0.1   0.9 29.2   2.2   2.2   0.1  0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0  ;
｢

11

                       卍                                                                                                                                                            "

14.0 10.O LO.0 10.0  0.0  0.0  0.0 10.0 14.0  0.0  0.0 10.0 10.0  17.0 34.0 17.0 17.0  14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0               '

. 0.8  0.1  0.1  0.1  0.0  0.0  0.0  0.1  D.8  0.0  0.0  0.1  0.1  1.9 11.6  1.9  1.9  0.8  0.8  0.8  0.8  0.8  0.8  0.8
                                             ､

1

12 皇1●0  1匙 ●O  l1●O  l5.O  l1･0 】Ll.0  11●0  1100 11.0   0･O  l5●0  15●0  18●0  28●0 25●0  15●0 1800   0.O  l且 ●O  ll.O  i1●0  ユ1●O  l1･O  ll●0

/     1     1     1     /     1     /     1     /     1  1   1  ･   1           ･           /  ･         /  1   1     1     1     /     1     1
σ
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表7 測定点別に見た｢異 常｣の 出現率表
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1 表 はたて方向に時間,よ こ方 向に測定点番号を配 してある｡

2 表 に用いた符号は次 の通 りである｡

 翻=出 現率21%以 上

 図:出 現率11%以 上20001%下

 図･:出 現 6°o以上10%以 下

 空欄 はs/以 下である｡
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を手動操作によって緩やかに行 うと,一 時的な強い異常変動を軽減することが出来る

が[登 石ほか 1971:6],労 力の問題があり,年 々実行が難しくなっている｡文 化遺

物収蔵施設の空調設備には温冷水の送水管に何 らかの制御機構を考慮する必要がある｡

 2. 特別収蔵庫の部分に,3月,4月,5月,10月 の冷暖房停止期に,深 夜早朝の

乱れが生じ易くなっている｡外 気温の昼夜間差が大きい時期であり,採 入空気 もしく

は遮熱に問題があると思われる｡冷 暖房使用時の昼夜間差(夜 間機械停止のとき)は

気づき易いが,中 間期の自然換気に頼る時期は,昼 間時の環境が人間生活にとって比

較的快適なたあに,外 気温変化の昼夜間差が軽視されて来たようである｡

 3. 特別収蔵庫,と くに衣類収蔵庫,次 いで漆器収蔵庫で,午 前11時 か ら16時の時

間帯に,入 口に近い2測 定点から次第に奥へ異常出限が移って行く時期が散見できる｡

何日間かここで連続 した集中作業が行われた結果が現れた現象と思われる｡奥 より入

口の出現頻度が高い傾向が見られるのは,扉 の開閉がしば しば行われたためであろう

が,異 常が次第に奥へ伝播してゆくのは多分扉が開放状態にあった結果と思われる｡

一般収蔵庫との緩衝域を兼ねる前室の利用を含めて一定環境維持のためには利用者の

マナーをも問題にせねばなるまい｡

 4.展 示場部分では前にも触れた日照に伴 って生じたと思われる異常がここで も認

められた｡3月･4月･9月･10月･11月 の14～16時 の間に東･南･西 に向いた面で

異常が発生し易い傾向が認められる｡中 で も南･西 面がやや頻度が高いようである｡

第5展 示場のみは午後の時間にもこの異常発生傾向が少ない｡こ の翼回廊は中央棟の

日陰になる時間が他の4翼 より長一く,一太陽に面する3面 の保熱がそれほどでないのか

も知れない｡

V.結 び

 極めて概略的な検討であるが,国 立民族学博物館の標本資料の保存環境には,次 の

ような問題点があることが判明 した｡

 1. 空調機の作業開始･停 止時に変化が大きい｡

 2.冷 暖房停止期間の環境維持に問題点がある｡

3.直 射日光を受ける壁面の内側は遮光壁があっても温湿度変化に直接の影響があ

る｡ガ ラス面では顕著な影響が出る｡

 これらの点はかなり常識的なことに違いないが,今 後の博物館施設の建築に当って

もなお十分考察されるべきだろう｡
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 この検討に当っては国立民族学博物館情報管理施設の大型コンビs一 ターを使用し

た｡ま た技術室,施 設課の技官各位をは じめ中央監視室の機械技師諸氏にはデータの

収集,処 理のうえではかなりお手をわず らわせた｡末 尾ながら謝意を表したい｡
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